
糖尿病内分泌内科 

 

糖尿病内分泌内科は「糖尿病およびあらゆる内分泌疾患を、総合的なチーム医療によって

診療し、合併症の発症・進行を防ぐこと」をモットーに診療を行っている。糖尿病診療で

は病態の精査、合併症の評価、適切な治療方針の決定、メディカルスタッフ皆が参加する

チームでおこなう療養指導・患者教育とともに、とくに病診連携に力を入れている。内分

泌疾患では迅速・的確な精査と治療をもとに、できる限り紹介元かかりつけ医療機関とと

もにフォローする診療を目指している。内分泌疾患や糖尿病合併症の診療には、専門各診

療科との協力が不可欠である。当院には高度な専門性を有する診療科が揃っており、その

強い力と連携して、精査・診断と治療から近隣医療機関と協力したフォローまで、完結し

た医療が提供できるよう努めている。スタッフは河崎祐貴子医師、岡村絵美医師が年度末

に転任し、平成 29 年度より岩崎順博医師、岩崎可南子医師が着任している。研究において

も多様で豊富な臨床経験を活かした、診療にも直結しやすいかつ独創的な見地を目指した

取り組みを続けている。 
 
 
体制 
濵崎暁洋（はまさき あきひろ） 主任部長 
専門 ：糖尿病・内分泌疾患 
 
本庶祥子（ほんじょ さちこ） 副部長（栄養部部長） 
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専門 ：糖尿病・内分泌疾患 
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（平成 29 年 4 月着任） 
 
岩崎可南子（いわさき かなこ） 医師 
専門 ：糖尿病・内分泌疾患 
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診療実績 
 
 年間入院患者数 

糖尿病 284 

下垂体疾患 48 

副腎疾患 45 

甲状腺・副甲状腺疾患およびその他 14 

 
(延外来患者数 22,580 人 延入院患者数 3,702 人) 
 
 
研究課題 
１ 糖尿病患者における膵癌発生の前向き観察研究（消化器センターとの共同研究） 

２ 原発性アルドステロン症の治療経過における心血管・臓器障害の進行と種々プロファ

イルの関連探索研究  

３ 抗 GAD抗体陽性患者の経時的インスリン分泌能の変化に関する検討  

４ 妊娠時耐糖能異常症例にお対する介入効果の研究 

５ 糖尿病入院患者の運動状況と心理・社会背景とのかかわりに関する研究 

６ 高齢者糖尿病患者におけるサルコペニアの評価と介入に関する研究  

７ 糖尿病患者の血糖値変動に対する甲状腺機能と関連因子の関連の研究  

８ 肥満と糖尿病状態における betatrophin/ANGPTL8、serpinB1、および Asprosinの意義

の検討 

９ 糖尿病患者の水痘ウイルス免疫に関する研究（感染症科と共同研究） 

１０ 糖尿病患者への心理的アプローチに関する研究 

１１ 下垂体腫瘍の臨床経過と発現ホルモンとの関連解析の研究 

１２ 医療データを用いた、内分泌代謝疾患の治療解析に関する研究 

   （京都大学との共同研究） 

１３ グルカゴンの糖代謝への影響とその分泌修飾における腸管因子の役割の解明 

１４ 腸内環境と内分泌・代謝修飾連関の解明に関する研究 

   （科学研究費助成事業 課題研究） 
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２ Tokumoto S, Hamasaki A, Okamura E, Kawasaki Y, Honjo S, Hamamoto Y  Plasma 

serpinB1 levels are strongly crrelated with circulating ANGPLT8 levels in patient 

with type 2 diabetes.  11th IDF-WPR CONGRESS | 8th AASD Scientific MeetingOct. 

27-30, 2016 （Taipei） 

３ Wada Y, Hamamoto Y, Honjo S, Kawasaki Y, Okamura E, Fujikawa J, Hamasaki A  

Identical hypoglyceamic effect of tenelipliptin with linagliptin in type 2 diabetes 

with chronic kidney disease.11th IDF-WPR CONGRESS | 8th AASD Scientific MeetingOct. 

27-30, 2016 （Taipei） 

４ Hamasaki A, Sugiyama Y, Okamoto K, Khotimat PH, Sawano R, Yoshikawa M, Kuroda 

T, Inagaki N  Lomg-term effectiveness of sulfonylureas in type 2 diabetes.  11th 

IDF-WPR CONGRESS | 8th AASD Scientific MeetingOct. 27-30, 2016 （Taipei） 

５ Kothimah PH, Sugiyama Y, Yoshokawa M, Hamasaki A, Okamoto K, Kuroda T  Revealing 

oral medication patterns from reconstructed long-term medication history of type 

2 diabetes 38th Annual International Conference of the IEEE Engineering in Medicine 

and Biology Society Aug. 16-20, 2016 （Orlando） 

６ Kothimah PH, Yoshokawa M, Hamasaki A, Sugiyama O, Okamoto K, Kuroda T  Comparing 

Frequent Patterns: A Study Case of Apriori and Singleton Implementations in a 

Diabetes Type 2 Data set  The 2016 International Conference on Computer, Control, 

Informatics and its Applications （IC3INA 2016）Oct. 3-5, 2016 （Jakarta） 
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院患者における運動状況、心理状態、社会との関わりの実態  第 59 回日本糖尿病学会

年次学術集会 2016/5/19-21 （京都） 
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河崎祐貴子、本庶祥子、濱崎暁洋  妊娠糖尿病への療養指導の効果  第 59 回日本糖
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１６ 本庶祥子、河崎祐貴子、岡村絵美、徳本信介、角田晃啓、池田弘毅、和田良春、濱

崎暁洋  サルコペニア合併の 2 型糖尿病入院患者の臨床的特徴  第 59 回日本糖尿病

学会年次学術集会 2016/5/19-21  （京都） 

１７ 三輪花蓮、福田美由紀、岡村絵美、本庶祥子、濱崎暁洋  糖尿病教育入院におけ

る「昼食会」の取り組み～体験型の教室を通して得られる気づき～  第 4回日本糖尿病

療養指導学術集会 2016/7/23-24 （京都） 

１８ 濱崎暁洋、本庶祥子、阿部 恵、河崎祐貴子、岡村絵美、和田良春、綾野志保、池

田弘毅  ２型糖尿病に合併する肥満の長期経過  第 37 回日本肥満学会学実集会  

2016/10/7-8 （東京） 

１９ 山形 昂、本庶祥子、岡村絵美、阿部 恵、濱崎暁洋  発端者として精査中に異

なる表現型の家族歴が判明した MEN1の一例  第 17回日本内分泌学会近畿支部学術集会  

2016/10/15 （和歌山） 

２０ 岡村絵美、河崎祐貴子、本庶祥子、阿部 恵、和田良春、池田弘毅、濱崎暁洋  糖
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ショップ 2016  2016/9/11-12 （神戸） 
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2016/7/7 （京都） 
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